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　Trichoderma spp．isolated from decayed wood or sawdust media of Pholiota nameko were

examined in the soil-block test method as their abilities to prevent or arrest attack of Ezoma-

tsu，Picea jezoensis，and Buna，Fagus crenata，by Basidiomycetes．

　T. koningii, S-613 strain, one of the fungi isolated from the sawdust media，was able to

completely prevent decay caused by Tyromyces palustris and Serpula lacrymans when the

wood was inoculated first with Trichoderma and then with Basidiomycete.The fungus,even

when sterilized with ethylene oxide，was also found to be able to prevent decay by S．lacry-

mans．However，when the wood was inoculated with Basidiomycetes before it was inoculated

with Trichoderma，no effect of Trichoderma upon preventing decay was recognized．

　腐朽材やなめこの菌床栽培培地から純粋分離した3菌株のTrichoderma類を供試して木材の

腐朽防止作用を検討した。

　いずれのTrichodermaでも先に木材に侵入して生息している場合にはオオウズラタケとナミ

ダタケによる腐朽を完全に阻止することが明らかになった。白色腐朽菌であるヒイロタケにも比

較的強い阻害効果を示したがカワラタケには効果を示さなかった。また，ナミダタケに対しては

Trichodermaをエチレンオキサイドで殺菌してもその腐朽阻止効果が残されている菌株があっ

た。ただし，先に担子菌が侵入しているとTrichodermaが生育していても腐朽防止効果は全く

認められなかった。

  1．緒　言

　Trichodermaは，子嚢菌のHypocrea属およびPodo-

stroma属に属するカビの無性生殖つまり不完全世代

のグループである。このカビが，土壌中に多数認めら

れることは1794年にPersoonによって報告され，そ

の後これが他の微生物に対して拮抗作用を持つことが

知られるようになった。1988年にはRhizoctonia
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solaniに対して桔抗的な作用を示すことが明らかにさ

れた1）。このカビの木材への適用はイギリスにおいて

Ricardら2）がクレオソート油処理電柱の芯腐れ防止の

ために利用する試みをしたのがきっかけで本格的に

なった。最近では実際に供用中の電柱に処理を施して

その経時的効果を観察している3）。これらの報告によ

れば，相手とする菌によって効果が異なり，また菌株
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や温度あるいは培養条件によっても効果が異なってく

ることなどが明らかにされている。

　そこで本研究では，いくつかのTrichoderma類の

担子菌に対する桔抗作用を検討し，木材の腐朽防止に

利用できるかどうかの検討を行った。本論文は第41回

日本木材学会で発表したものの一部である。

　2．実　験

　2.1　寒天培地での一次対峙培養

　第1表に示すTrichoderma菌株を供試して，オオ

ウズラタケ T．Palustris FFPRI 0507，カワラタケC．

versicolor FFPRI 1030およびナミダタケS．lacry-

mans FFPRI 0739に対する拮抗作用を調べた。担子菌

を寒天板培地の一端に接種しその4日後にTrichode-

rma菌株を接種，10日間培養して桔抗作用を観察した。

培養温度はナミダタケが20℃で，他は26℃である。培

地として，ナミダタケの前培養およびスクリーニング

にはグルコースー酵母エキス（GYA）培地を用いた。

他の菌については，馬鈴薯寒天（PDA）培養を用い

第1表　担子菌との対峙培養に用いたTrichoderma菌
　　　 株の由来
Table １．Trichoderma spp．tested against 3 Basi-
　　　　　diomycetes in dual culture

た。

　2.2　寒天培養での二次対峙培養

　一次対峙培養の結果桔抗作用が強いものだけを選択

して，2回目のスクリーニングを行った。方法は2．

1と同様であるが，供試担子菌としては上記3種の他

にイドタケC．puteana IFO 6275，ハダイロアナタケ

モドキP．nigrescens Pa91aを追加した。また，対峙

培養終了後に担子菌接種側，Trichoderma接種側，お

よび接触部からそれぞれペレットを打ち抜き，それら

を新しいPDA培地とペンレートを50ppm含むPD

A培地に接種，26℃で10日間培養してそれぞれの菌の

生死を調べた。

　2.3　木材腐朽試験

　最終的に選択されたTrichoderma菌株を用いて，

木材上での桔抗作用を調べた。PDA培地上にあらか

じめ十分生育しているTrichoderma菌叢上に，エゾ

マツおよびブナ辺材を木口を接触させておき26℃で培

養，30日後に取り出してそれをそのまま担子菌の生育

している培地上に移した。60日間担子菌の生育適温で

培養してから，それぞれの木材をとりだして重量減少

率を測定した。供試したTrichoderma菌株はM3-

158a，S-613およびS-631であり，担子菌としてはオ

オウズラタケ，カワラタケ，ヒイロタケPycnoporus

coccineus Pslhおよびナミダタケを用いた。また，上記

同様の方法でS-613およびM3-158aに暴露した木材

試験片を一旦オートクレーブあるいはエチレンオキサ

イドガス滅菌にかけてから担子菌に暴露した時の重量

減少率も測定した。

　3．結果と考察

　3.1　スクリーニングの結果

　最初のスクリーニングでは，所定期間培養後の担子

菌とTrichodermaの対峙の状態を観察した。

　M3-158aとP3-136は，田中が住宅床下に埋めてお

いたスギ材から分離した菌株4）であり，オオウズラタ

ケに対する桔抗作用が強いことを報告しているもので

ある。またS-611～3はナメコの菌床栽培においてナ

メコの菌糸生長を阻害するもので担子菌に対する生
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長阻害効力を期待して用いた。 

第2表によればオオウズラタケがいずれのTricho-   

dermaに対しても比較的強く，A，C，Fの Tricho- 

derma菌株の菌叢を被覆するように生長してしまう。

バイオロジカルコントロールに用いられる拮抗微生物

は,できるだけ多くの担子菌に対して拮抗作用を持つ

ものが望ましい。したがって，これらの菌株は2回目

のスクリーニングでは除外してB，D，E，Gの4菌 

株を供試菌とした。 

このスクリーニングでは，対峙培養を終了後担子菌 

を接種して Trichoderma に接触するまでの領域，つ 

まり担子菌生長領域とTrichoderma生長領域および 

接触領域の三点から寒天培地ごと採取したペレットか 

らそれぞれの菌を再分離して，生存の有無を調べた。 

その結果を第3表に示す。この表でAは拮抗関係つま 

り両者が互いに生長して接触した状態のままで互いが 

生長せずに抑制された状態であったことを示し，Oは 

Trichodermaが担子菌の既に生長していた領域へ侵入 

するが，両者が共存していたことを示す。また，O 

＆ KはTrichodermaの侵入によって担子菌が死滅し 

たことを意味する。 

オオウズラタケは4菌株のTrichodermaに対して 

完全な拮抗状態にあったことが明らかである。また， 

カワラタケに対してはS-611以外の菌株が優勢的に生 

長していた。ただしいずれの場合も，カワラタケは死 

滅せずに静菌状態であったことが明らかである。ナミ 

ダタケ，イドタケおよびハダイロアナタケモドキに対 

しては，特にS-631が殺菌作用を示した。全体とし 

てみるとS-611の殺菌作用がもっとも弱かった。 

以上のことから，木材腐朽試験ではS-613，S-631 

およびM3-158aを用いることとした。 

3.2 木材腐朽試験の結果 

Trichodermaを先に接種した場合の結果を第4表に 

示す。オオウズラタケとナミダタケによる腐朽は完全 

に阻止されることが明らかであるが，カワラタケには 

全く効果を示さなかった。寒天培地上で，Tricho- 

dermaによって静菌作用を受けていたことと矛盾す 

るが，この原因は不明である。この菌に対してのTri- 

Chodermaの腐朽抑制力が弱いことはHighleyら5)に 

よっても指摘されており，今後その原因を検討する必 

要がある。ただしカワラタケと同じ白色腐朽菌である 

ヒイロタケにはある程度の効果を示しているので， 

Trichodermaが白色腐朽菌一般に拮抗作用を示さない6) 

とは結論出来ない。 

一方， Trichodermaに先行してオオウズラタケとナ 

ミダタケが材中に侵入すると腐朽抑制作用を示さない 

ことが明らかである（第5表）。オオウズラタケに対 
〔林産試場報 第6巻 第2号〕
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する挙動は，寒天培地上でいずれの菌株もこの担子菌 

に対して拮抗するが，それ以上に攻撃的な作用を示し 

ていないことと合致する。ナミダタケに対しては寒天 

培地での結果から考えて，材中へのTrichodermaの 

侵入が可能と思われるが，そうならないのは栄養条件 

の相違に基づくものと推定される。すなわち，Tri- 

chodermaは寒天培地上では養分を十分に摂取できる 

のに対し，材中では利用可能な低分子の糖類などを先 

にナミダタケに消費されているため栄養的に不利な状 

況にあり，その結果として材中への菌糸侵入ができな 

かったと考えられる。 

一且，木材上にTrichodermaを生育させ，オート 

クレーブやEOガスで菌体を殺してから担子菌に暴露 

した結果を第6表に示す。オートクレーブ滅菌ではい 

ずれの菌に対しても腐朽抑制作用を失うが，EOガス 

滅菌ではナミダタケに対するその作用が残されてい 

る。したがって，この作用に寄与する成分は120℃で 

揮発あるいは熱分解を受けるものと考えられる。この 

結果から判断するとナミダタケに対する腐朽抑制効果 

－4－ 
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は，菌糸干渉による拮抗作用と代謝産物による抗生作

用の2つの要因が寄与しているといえる。 

以上のように，ここで供試したTrichodermaの担 

子菌による木材腐朽阻止力は対象とする腐朽菌や木材

によって異なることが明らかになったので，多数の腐

朽菌に対する防腐を想定した土台の処理などにそのま

ま適用することは困難である。したがって，薬剤処理

の補助的手段として位置づけるか，あるいは担子菌ス

ペクトルの広い菌株を探索する必要がある。また，生

菌を木材の表面に生育させるという方法は電柱や杭の

ような接地型の木材など限られた条件下しか使用でき

ないので，代謝産物つまり抗生作用を持つ物質7,8)の 

利用を検討する必要があろう。 
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